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浅
野
水
車
町
と
も
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
古
へ
此
の
地

に
水
車
が
あ
っ
た
か
ら
町
名
と
し
た
と
い
ふ
。

さ
ツ
ケ
キ
モ
イ

9

見
付
府
煎

J
キ
モ
イ

p

肝
煎
。εツ

ケ
ジ
マ
見
付
島
珠
洲
郡
鵜
倒
の
東
南
海

上
に
在
る
。
貞
享
二
年
加
志
波
良
出
古
跡
祉
問
来
由

に
、
『
往
古
常
凶
へ
降
臓
の
時
初
め
て
御
見
付
被
成
候

臥
仰
を
見
付
烏
と
巾
、
鵜
飼
村
の
紳
に
枇
立
今
以
有
之

候
ο』
と
あ
り
、
能
菅
名
跡
志
に
は
、
『
見
付
ぬ
と
い
う

て
大
き
な
る
島
あ
り
。
排
才
天
の
枇
あ
り
。
一
エ
用
十

八
日
祭
槌
也
。
普
大
同
年
中
弘
法
大
師
邸
朝
の
時
、

倫
中
へ
何
く
と
も
な
く
法
務
経
誠
諭
の
殴
剛
ゆ
。
麗

に
し
た
が
ひ
泊
窃
せ
給
へ
ば
、
今
の
み
つ
き
島
に
者

き
ぬ
。
貨
は
舟
の
説
。
ぬ
と
い
ふ
事
な
る
べ
し
。
』
と
見

え
る
。ミ

ツ
ゴ
三
つ
子
亭
和
二
年
十
月
サ
七
日
臨
島

郡
河
崎
村
百
姓
牢
助
の
姿
三
子
を
培
げ
、
そ
の
一
人

は
死
亡
し
た
が
、
残
俄
の
二
人
に
各
一
人
扶
持
を
給

せ
ら
れ
た
。
又
文
化
十
五
年
二
用
十
八
日
滞
士
有
様

才
右
衛
門
の
長
屋
に
住
居
す
る
極
内
の
妥
が
女
子
を

暴
げ
、
十
九
日
夜
一
見
に
男
女
各
-
一
人
を
事
げ
た
に
依

っ
て
、
三
用
品
u
五
日
三
人
に
各
一
人
を
給
す
る
こ
と

を
告
げ
た
。
こ
の
際
の
命
令
に
石
川
部
摘
出
村
顕
振

長
四
郎
裂
と
あ
る
の
は
、
椴
内
の
質
名
で
あ
ら
う
。

εツ
コ
ウ
ジ
三
小
牛
一
一

w
石
川
郡
富
樺
庄

に
あ
る
部
務
。
寛
文
十
年
の
村
御
印
に
は
三
子
牛
と

し
、
正
保
・
箆
文
・
貞
亭
の
高
辻
帳
に
は
三
小
牛
と
す

る
。
稽
隠
記
に
、
金
銀
銭
の
精
が
一
一
一
疋
の
牛
と
な
っ

て
出
た
か
ら
村
名
を
得
た
と
し
、
三
州
各
跡
志
に
は
、

芋
抑
制
限
五
郎
が
三
つ
の
金
牛
を
作
っ
て
埋
め
た
地
で

あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

ミ
ヅ
ヨ
シ
ジ
マ
ホ
越
島
鹿
島
郡
能
登
島
な
る

曲
部
務
の
北
方
神
に
あ
る
島
。

ミ
ヅ
ヨ
シ
タ
ケ
ト
シ
水
越
量
宙
沼
務
長
逝
・

八
郎
左
衛
門
。

E
徳
一
元
年
究
槌
丞
の
也
知
二
百
石
を

袈
ぎ
、
大
小
綿
・
表
小
綿
・
岡
御
番
頭
よ
り
次
第
に
昇

進
し
て
御
小
将
顕
に
歪
。
、
明
和
元
年
百
五
十
石
を

加
へ
、
安
永
三
年
十
周
朔
日
六
十
四
践
を
以
て
授
。

ミ
ヅ
コ
シ
タ
ダ
ナ
ホ
水
越
宇
直
逝
都
新
次
郎
・

三
右
衛
門
。
矢
七
丞
の
越
知
三
百
石
を
襲
ぎ
、
前
回

虫
口
徳
附
御
小
持
・
同
御
附
御
先
弓
顕
・
御
先
街
頭
を

綬
、
事
保
十
年
二
百
.
石
を
加
へ
、
元
文
元
年
御
歩
顕

と
な
り
、
認
保
二
年
掃
除
、
寛
延
二
年
五
周
サ
七
日

七
十
歳
を
以
て
夜
し
た
。

ミ
ヅ
コ
シ
ヌ
ヒ
ノ
ス
ケ
水
越
縫
殿
助
も
と
越

市
の
人
。
前
回
利
家
に
来
仕
し
、
鹿
長
五
年
利
長
の

丹
羽
長
重
と
浅
井
畷
に
戦
う
た
時
、
松
平
久
兵
衛
と

一
番
鈎
を
師
事
う
て
奮
闘
し
た
録
、
入
居
十
ご
日
軍
努

を
お
し
て
褒
替
と
短
刀
一
鞘
・
賞
金
三
枚
を
賜
は
っ

た
。
後
俸
を
加
へ
て
三
千
三
百
石
ハ
一
に
三
千
百
石

に
作
る
〉
に
至
。
、
十
九
年
入
居
残
し
た
。

εツ
ゴ
ハ
マ
=
一
γ
子
涜
鳳
至
郡
里
の
部
務
か

ら
東
北
白
崎
に
至
る
聞
の
砂
・
部
。

ミ
ツ
ザ
ン

F
ウ
ケ
ン
密
山
道
頴
石
川
郡
曹
洞

宗
大
采
寺
二
十
九
代
の
住
持
。
近
江
の
入
、
業
を
擬

翁
巡
・
捕
に
受
け
、
訟
を
明
州
珠
心
に
嗣
ぎ
、
嘗
て
総

持
寺
に
瑞
世
し
、
後
路
涼
に
官
附
し
た
。
元
職
十
ご
年

大
一
栄
寺
に
晋
ん
で
閲
堂
、
貸
永
六
年
退
院
、
河
南
の

東
稿
寺
に
隠
居
し
、
全
性
・
賢
泉
・
興
大
・
泊
般
・
大
黒

の
五
寺
を
関
創
し
、
元
文
元
年
十
周
十
二
日
大
黒
寺

に
て
寂
し
た
。
齢
八
十
五
。
大
莱
寺
由
来
容
の
手
記

が
あ
る
。

ミ
ヅ
シ
マ
本
島
石
川
郡
山
島
郷
に
在
る
部
落
。

こ
の
地
務
政
時
代
の
宿
場
で
あ
っ
た
。

ミ
ヅ
シ
マ
タ
ネ
マ
サ
水
島
苗
韓
遜
穏
右
走
。

も
と
金
調
停
静
明
宮
の
前
主
で
あ
っ
た
が
、
廷
臣
庭
田

璽
僚
に
仕
へ
て
有
職
の
患
に
沼
じ
た
か
ら
、
亭
保
四

年
六
周
三
十
人
扶
持
を
賜
う
て
務
士
に
列
せ
ら
れ

た
。
後
苗
雄
鐸
紳
家
に
出
入
し
、
前
回
綱
紀
の
書
籍

探
訪
の
識
を
助
け
、
侯
の
諾
後
遁
世
せ
ん
と
し
た
が

許
き
れ
な
か
っ
た
。
賓
隠
五
年
七
十
ご
践
で
授
。
子

孫
務
に
世
襲
す
る
。

さ
ヅ
シ
マ
ホ
水
島
保
親
元
日
記
覧
正
六
年
九

周
二
日
に
、
『
杉
原
伊
賀
守
知
行
分
水
島
保
内
末
正
名

事
東
柿
主
無
故
謹
鼠
申
候
冒
云
々
。
』
と
あ
る
。
今
石

川
郡
に
水
島
と
末
正
と
が
あ
る
。

句
、
、
.
ツ
シ
マ
マ
タ
ゴ
ロ
ウ
水
島
又
五
郎
白
山
本

宮
の
大
宮
司
。
三
宮
古
記
に
、
『
白
山
御
遜
宮
、
文
保

三
年
己
来
三
周
廿
九
日
亥
時
聖
人
地
一
日
一
。
知
足
院

播
陣
審
議
漉
水
色
一
日
一
、
御
Y
ソ
ク
大
宮
司
水
島
又

五
郎
』
と
あ
る
。

εヅ
シ
マ
号
日
ノ
プ
水
島
内
守
信
白
山
本
宮
の

大
宮
司
。
備
前
三
郎
と
稽
し
た
。
白
山
始
時
紳
祉
所

蔵
萄
記
に
、
『
延
文
武
年
丁
百
十
一
周
十
六
日
夜
御
本

批
強
荒
御
前
枇
御
遜
宮
奉
成
候
。
聖
人
館
性
坊
上
総

会
舘
詮
一
銭
十
、
助
師
光
民
事
坊
播
一
路
公
党
推
…
務
畑
一
一
極

水
役
同
勤
之
、
御
抵
燭
役
ご
入
、
一
人
は
水
島
備
前

三
郎
守
信
大
宮
司
一
鶏
紅
寺
弁
彦
三
郎
民
部
大
夫
上

道
民
高
議
十
』
と
見
え
る
。

ミ
ヅ
シ
ロ
水
白
↓
ミ
ジ
ロ
水
白
。

ミ
ツ
セ
=
τ
瀬
能
美
郡
極
海
郷
に
臨
す
る
部

落
。
郷
村
名
義
抄
.
に
此
の
村
領
を
流
れ
る
大
日
川
に

大
石
が
三
つ
あ
っ
た
か
ら
、
=
一
切
石
村
と
い
う
た
の

が
鐙
じ
た
の
で
あ
る
と
記
す
る
。
併
し
正
保
・
寛
文
・

貞
享
の
高
辻
振
に
は
三
ヲ
瀬
村
と
あ
る
。

ミ
ヅ
タ
キ
水
溜
珠
洲
郡
上
〈
部
務
名
〉
の
内
の

小
宰
。ミ

ツ
タ
-
-

内
の
小
宰
。

ツ

谷

能
美
郡
午
首
ハ
今
白
峯
〉
の

八
一
八、y

谷

4
ミ
ツ
ヤ

ミ
ツ
タ
-
-

極
海
郷
〉

ミ
ツ
タ
Z
ガ
ハ
=
τ
谷
川
越
前
と
能
楽
部
と

の
界
な
る
赤
鬼
山
ハ
地
倒
赤
兎
山
〉
か
ら
援
す
る
も
の

で
、
指
流
し
、
牛
首
川
の
左
停
に
於
い
て
朝
宗
ず
る
。

合
流
地
賭
の
封
停
は
即
ち
赤
岩
の
怒
務
で
あ
る
。

ミ
ヅ
タ
マ
ル
水
田
丸
江
沼
郡
四
十
九
院
谷
に

臨
す
る
部
務
。
江
沼
志
稿
に
載
せ
た
奥
山
滋
賀
記

に
、
水
回
丸
の
こ
と
を
い
う
て
、
『
あ
た
り
の
山
を
崩

し
、
泊
を
埋
め
ん
と
計
り
し
に
、
山
の
下
よ
り
長
入

尺
許
の
男
女
の
死
飽
多
く
出
し
故
、
皆
知
元
埋
芭
き

た
り
と
防
の
者
説
り
ぬ
。
』
と
あ
る
。
横
穴
古
墳
を
磁

観
し
た
も
の
と
見
え
る
。
叉
笈
憩
紀
悶
に
、
こ
の
領

堰
林
山
に
柿
木
と
抑
制
へ
る
紅
白
の
間
協
が
ご
抹
あ
っ

て
、
そ
の
花
の
咲
ざ
誠
つ
る
時
は
盤
作
と
縛
へ
る
と

あ
る
。句

旬
、
ヅ
タ
マ
ル
イ
シ
水
田
丸
石
江
沼
郡
水

m丸

に
産
す
ろ
石
荷
。
石
英
粗
商
砦
慣
鍵
反
岩
で
、
灰
白

色
石
基
中
に
草
色
物
質
の
斑
紋
が
あ
り
、
蛇
目
で
硯

、O
B
b

・

守
谷
ハ
能
美
、

ミ
ヅ
タ
メ
オ
カ
チ
マ
チ
水
溜
御
歩
町
金
持
の

萄
町
名
。
萄
記
に
は
新
竪
町
御
徒
町
と
あ
る
。
拍
車

調
歩
町
と
混
ぜ
ぬ
た
め
に
水
禍
御
歩
町
と
呼
ん
だ
も

の
で
、
歩
士
の
邸
地
で
あ
り
、
町
内
に
水
潟
摘
が
あ

っ
た
。
今
は
水
潟
町
と
い
ふ
。

ミ
ヅ
タ
メ
マ
チ
水
沼
町

J
ミ
グ
タ
メ
オ
カ
チ

マ
チ
水
漏
御
歩
町
。

εツ
ナ
ガ
光
長
加
賀
の
万
工
。
加
州
富
借
住

人
藤
原
光
長
建
武
元
信
・
・
と
銘
じ
、
叉
富
借
を
富
樫
と

も
切
る
。

ミ
ヅ
ナ
シ
ザ
カ
水
銀
坂
白
山
々
中
の
尾
添
か

ら
の
を
路
に
あ
っ
て
、
凡
そ
一
粁
の
閲
砂
臨
時
語
調
、

草
木
な
く
、
叉
謂
摘
を
も
得
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。

.恥、


